
 

＝
冬
の
歌
＝ 

良よ

く
も 

ま
あ 

 

三
十
年
間

さ
ん
じ
ゅ
う
ね
ん
か
ん 

続つ
づ

け
た
り…

 
 

芹
沢
文
学

せ
り
ざ
わ
ぶ
ん
が
く 

研

究

会

け
ん
き
ゅ
う
か
い

を 

松
林
庵
主
人 

 
 

 
 

 

 

 

 

『サロン・マグノリア 岡玲子文

集』 

 

 

 

 

 

『』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サロン・マグノリア―岡玲子文集』 

 

 

     

              

              

✪
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
会
報 

 

通
信 

№
533           

♠ 

♡ 

♦ 

♧ 

 

芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
例
会
が
、
東
中
野
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
洋
室
４(

２
階)

で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
533

回
は
、
４
月
28
日(

日)  

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
年
小
説
「
新
し
き
學

校
」(

昭
和
22
年
１
月 

大
日
本
雄
辯
會
講
談
社)

を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
芹
沢
耕
太
郎
氏
が
司
会
し
ま
し
た
。 

   

今
回
の
会
報
の
同
封
資
料
は
、
⑴
テ
キ
ス
ト
『
新
し
い
學
校
』
冊
子
版 

読
書
会
用
、 

⑵
「
芹
澤
光
治

良
に
お
け
る
神
」
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授
寺
園 

司
、 

⑶
「
お
た
す
け
に
生
き
た
女
性(

下)

」
文
松
山
常

教
、
⑷
芹
沢
光
治
良
自
伝
「
わ
が
青
春
15

芸
者
の
洗
礼
は
ご
免
」［
静
岡
新
聞 

昭
和
60
年(1985

年)

2
月
23
日

(

土)

］
、 

⑸
講
演
会
チ
ラ
シ
７
月
14
日
「
芹
沢
光
治
良
文
学
と
宗
教
２
世
」Adam Lyons

、 

⑹
新
聞
記
事
二
枚(

東
京
新

聞
・
沼
津
朝
日)

。
⑺
総
会
資
料
・
会
則
、
⑻
年
会
費
振
り
込
み
票 

で
し
た
。 

◎
芹
沢
文
学
愛
読
者
の
会 

短
信 

第
232
号 

 

３
月
30
日 

 

☀ 

☁ 

☂ 

☃ 

 

安
井
正
二
・
恵
美
子
夫
妻
の
お
世
話
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
芹
沢
文
学
愛
読
者
短
信
」
第
232
号

が
届
き
ま
し
た
。
毎
月
１
月
に
行
っ
て
き
た
新
年
会
を
６
月
９
日(

日)

に
「
芹
沢
文
学
愛
読
者
の
集

い
」
と
し
て
行
う
と
の
案
内
。
申
込
み
は
が
き
。
芹
沢
光
治
良 

自
伝
抄
「
捨
て
犬
か
雑
草
の
よ
う

に
」
の
第
５
回
「
不
文
律
破
り
中
学
へ
」
が
手
書
き
で
短
信
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

▽
沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会 

「
光
治
良
忌
」
３
月
９
日(

土) 

10:30 
～
11:30 

    

沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
主
催
で
、
今
年
の
「
光
治
良
忌
」(

命
日
は
３
月
23
日)

が
、
３
月
９
日(

土)

に
沼
津
市
営
墓
地
の
芹
沢
光
治
良
先
生
墓
前
で
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

墓
参
献
花
が
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
に
自
由
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
る
く
温
か
な
晩
春

で
あ
っ
た
と
か
。
今
年
は
、
芹
沢
光
治
良
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
30

年
で
し
た
。
来
年
は
大
正
14

(1925)

年
に
芹
沢
先
生
御
夫
妻
が
パ
リ
に
留
学
さ
れ
て
１
０
０
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
。 

☉
札
幌  

・ 

芹
沢
文
学
読
書
会 

毎
月
一
回(

火
曜
日) 

11
時
～
13
時 

 

札
幌
・
芹
沢
文
学
読
書
会
が
、
札
幌
国
際
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
４
月
よ
り
、
晩
年
の
連
作
『
人
間
の
意
志
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
読
書
会
が
持
た
れ
る
と
の
こ

と
。
連
絡
先
の
電
話
は
☏
０
１
１ (
３
８
１)

７
５
３
１ 

加
藤
さ
ん
へ
。 
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◎
芹
沢
光
治
良
記
念
文
化
財
団 

最
新
情
報 

❖ 

✡ 

☯ 
 
 

 
 

事
務
局
よ
り
報
告 

 

『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
結
核
患
者
』
刊
行
記
念
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
成
。 

 
 

今
後
の
財
団
の
行
事
予
定 

 

①
「
朗
読
劇
」 

 

３
月
頃 

 
場
所: 

サ
ロ
ン
・
マ
グ
ノ
リ
ア 

 

②
「
光
治
良
忌
」 

３
月
頃 

 

場
所: 
沼
津
市
市
営
墓
地 

 

③
『
光
治
良
ノ
ー
ト
⑷ 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
』 
５
月
発
行 

 

令
和
６
年
は
、
全
国
都
道
府
県
に
「
小
さ
な
芹
沢
文
学
読
書
会
」
の
種

を
蒔
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
誘
い
く
だ
さ
い
。 

✩
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館 

沼
津
市
制
１
０
０
周
年
記
念 

 

  

企
画
展
「
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」
第
２
回
は
、
12
月
15
日(

金)

～
５
月
31
日

(

金)

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
館
時
間 9:00

～16:30 

休
館
日 

月
曜
日
、
休
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
。 

   

３
月
９
日(

土)

１
時
30
分
～ 

「
光
治
良
忌
」
の
後
に
、
芹
沢
光
治
良
記
念
館
の
企
画
展

「
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」
の
展
示
説
明(

予
約
不
要
、
参
加
費
無
料
。
記
念
館
の
入
館
料

は
必
要))

を
副
主
任
剱
持
直
樹
氏
が
行
っ
た
よ
う
で
す
。 

    

 
四
季
報 

 

春
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
百
二
十
九
号 (

№
１
２
９) 

 
芹
沢
文
学
研
究
会 

・ 

会
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
６(

２
０
２
４
）
年
４
月
29

日(

月)

刊
行 

   

＝
春
の
歌
＝ 

   

春は
る

と
な
り …

 

  

芹
沢
文
学

せ
り
ざ
わ
ぶ
ん
が
く 

 
 
 
 

 

研
究
会

け
ん
き
ゅ
う
か
い  

  

何な
ん

と
か
続つ

づ

け
て 

  

行ゆ

き
た
き
も
の
ぞ 

 
 
    

松
林
庵
主
人 



会
員
便
り
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
小
串 

  

 
◎ 

同
封
資
料
／
①
コ
ラ
ム
「文
学
者
の
「
ふ
る
里
」
沼
津
」

 

不
破
久
温 

沼
津
朝
日 

令
和
６
年
３
月
６
日 

②
地
域
の
情
報
「
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
紹 

介
」
東
京
新
聞 

令
和
６
年
３
月
９
日 

③ 

「洋
上
の
虹
」

 

芹
澤
光
治
良 

「
ロ
マ
ン
ス
」
昭
和
24
年
1
月 

ロ
マ
ン
ス
社
発
行 

〔
資
料
提
供
中
村
輝
子
〕 

③
文
学
評
論  

連
載
「
芹
沢
文
学
講
話
」
㊲ 

最
期
の
連
作
③
「天
の
書
」の
創
作 

＝
大
自
然
の
三
部
作
＝ 

 
 

芹
沢
文
学
研
究
会 

代
表 

小
串 

信
正 

◎
冊
子
紹
介 

紙
上
新
年
会 

『３
分
間
ス
ピ
ー
チ
』 

芹
沢
文
学
愛
読
者
の
会 

令
和
６(2024)

年
１
月
25
日
発
行 

 
  

愛
知
県
や
東
海
地
域
の
芹
沢
文
学
愛
読
者
の
会
は
、
恒
例
の
新
年
会
が
中
止
と
な
り
、
紙
上
新
年
会
『
３
分 

間
ス
ピ
ー
チ
』(

第
４
集)

を
令
和
６
年
１
月
25

日
に
発
行
し
ま
し
た
。
目
次
で
は
、「
は
じ
め
に(

近
藤
英
子)

」 

に
続
い
て
、
青
木
秀
夫
氏
か
ら
脇
田
淳
子
さ
ん
の
52
名
の
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
が
収
録 

さ
れ
て
い
ま
す
。「
お
わ
り
に(

後
藤
智
代)

」
に
準
備
委
員
会
の
方
々
の
編
集
の
経
過
が 

書
か
れ
て
い
ま
す
。  

多
く
の
方
が
自
筆
で
書
い
て
い
ま
す
が
、
10
名
が
パ
ソ
コ
ン
で 

打
っ
て
い
ま
す
。
近
況
や
芹
沢
文
学
の
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
新
年
会
に
参 

加
し
た
時
に
語
る
こ
と
が
文
字(

文
章)

と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
は
、
貴
重
な
も
の
と
言
え
ま
す…

…

。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続
い
て
い
た
新
年
会
が
、「
芹
沢
文
学
愛
読
者
の
集
い
」
と
し
て
、
今
年
の
６
月
９
日 

(

日)

に
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
が
お
元
気
で
再
会
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

☆ 

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
、
今
年
度
も
年
会
費
を
１
８
０
０
円
に
据
置
き
ま
す
。
年
会
費
未
納
の

方
は
同
封
の
払
込
取
扱
票
に
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
同
封
の
郵
便
振
替
に
て
納
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
自
主
的
な
寄
付
も
受
入
れ
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
新
入
会
員
の
紹
介 

 

そ
の
後
の
入
会
者
は
有
り
ま
せ
ん
。
新
入
会
員
を
お
誘
い
下
さ
い
。
♤ 

♣ 

♡ 

♦ 

…
…
…
…
 

☆ 

編
集
後
記 

★…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

編
集
責
任 

小
串
信
正…

…
…
 
 
 

 

芹
沢
文
学
研
究
会
の
会
報
第
１
２
９ (

春)

号
と
同
封
資
料
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

 

芹
沢
光
治
良
先
生
が
、
平
成
５(

１
９
９
３)

年
3
月
23
日
に
御
逝
去
さ
れ
て
、
30
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
年
月
の
流
れ
は
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
止
ま
る
こ
と
は
無
く
、
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。
芹
沢
文

学
の
愛
読
者
も
高
齢
化
し
て
、
段
々
と
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
の
芹
沢
文
学
の
友
の

会
・
研
究
会
・
愛
好
会
・
読
書
会
等
の
会
員
も
少
な
く
な
り
、
や
む
を
得
ず
閉
会
す
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
継
続
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す…

…

。 

 

東
京
の
芹
沢
家
は
、
芹
沢
光
治
良
記
念
文
化
財
団
と
な
り
、
中
野
区
の
中
野
東
図
書
館
に
は
芹
沢

光
治
良
展
示
室
が
出
来
ま
し
た
。
生
育
の
地
沼
津
市
我
入
道
に
は
、
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
が

あ
り
保
存
や
展
示
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
や
沼
津
に
は
愛
好
会
が
あ
り
、
愛
知
県
に
は
愛
読

者
の
会
が
あ
り
ま
す
。
岡
山
に
読
書
会
、
川
越
に
愛
読
者
の
集
い
、
札
幌
に
も
読
書
会
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
大
分
に
も
芹
沢
文
学
・
大
分
友
の
会(

読
書
会)

と
全
国
的
な
芹
沢
文
学
研
究
会
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
全
国
各
地
に
芹
沢
文
学
の
友
の
会
や
読
書
会
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 
大
き
な
問
題
は
、
作
家
芹
沢
光
治
良
と
芹
沢
文
学
へ
の
評
価
が
余
り
に
低
い
こ
と
で
す
。
結
核

闘
病
か
ら
文
壇
的
な
交
流
が
少
な
く
孤
高
の
作
家
と
言
え
ま
す
が
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
し
、
日

本
文
芸
家
協
会
の
理
事
も
し
ま
し
た
が
、
日
本
文
学
史
に
正
し
く
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
に
は
、
本
格
的
な
芹
沢
文
学
の
研
究
が
さ
れ
、
作
家
芹
沢
光
治
良
へ
の
評
価
を
し
て
行
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
集
出
版
は
無
理
で
も
、
作
品
集
や
書
誌
が
刊
行
さ
れ
る
べ
き
で
す…

…

。 

 
 

 

芹沢文学研究会・事務局／ 🏣872-1651 大分県 国東
くにさき

市国東町浜
はま

4765 小串
お ぐ し

信正方   ☎FAX 0978-77-0565 

 
 

連
載 
✍ 

会
員
便
り 

 

№
85 

 

＝
第
３
回
目
の
会
員
順
の
会
員
便
り
と
し
て
連
載
＝ 

 
 

神
シ
リ
ー
ズ
は
芹
沢
先
生
の
実
体
験 

 
 

 
 

 
 

福
岡
県
福
津
市 

 

田
中  

健
二 

 

研
究
会
の
会
員
で
も
神
シ
リ
ー
ズ
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
現
実
派
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
派
と
捉

え
て
い
る
方
に
別
れ
る
そ
う
で
す
。
先
に(106

号)

私
の
体
験
を
記
述
し
ま
し
た
が
、
更
に
私
の
持

論
を
述
べ
ま
す
。
芹
沢
先
生
に
お
手
紙
し
た
内
容
は
「
ジ
ャ
ッ
ク
さ
ん
の
魂
が
ホ
ー
キ
ン
グ
さ
ん

に
な
っ
た
の
で
は
？
」
で
す
。
一
方
、
中
山
み
き
様
が
大
徳
寺
様
に
憑
依
し
て
お
話
さ
れ
る
こ
と

も
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
後
日
知
る
処
に
な
り
ま
す
が
、
ガ
リ
レ
オ
が
他
界
し
た
日
の
３
０
０
年

後
の
同
じ
日
に
ホ
ー
キ
ン
グ
さ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
ジ
ャ
ッ
ク
さ
ん
が
生
き
て
お
ら

れ
た
？ 

ま
た
先
生
の
前
身
に
ヨ
ハ
ネ
樣
も
お
ら
れ
る
と
大
徳
寺
様
は
お
話
さ
れ
ま
す
。
考
え
れ

ば
、
ヨ
ハ
ネ
、
ガ
リ
レ
オ
、
ホ
ー
キ
ン
グ
皆
、
牢
獄
や
難
病
と
い
う
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

芹
沢
先
生
も
神
シ
リ
ー
ズ
を
書
く
と
き
は
赤
衣
を
着
せ
ら
れ
、
さ
な
が
ら
牢
獄
み
た
い
で
す
。

数
々
の
奇
蹟
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。
私
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
立
花
隆
や
天
体
写
真
は
以
前
か

ら
大
好
き
で
す
。
九
重
に
旅
し
た
宿
で
は
、
ハ
ワ
イ
島
の
昂
望
遠
鏡
の
鏡
を
製
作
さ
れ
る
東
大
卒

の
女
性
天
文
学
者
と
出
会
い
、
転
勤
先
で
は
職
場
の
す
ぐ
傍
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
泊
っ
た
ホ

テ
ル
が
あ
り
、
ま
た
数
キ
ロ
先
に
は
林
芙
美
子
氏
の
生
誕
地(

諸
説
あ
り)
等
。 

 

庭
で
雀
が
盛
ん
に
羽
ば
た
い
て
い
る
の
で
人
指
し
指
を
出
す
と
、
と
ま
り
会
話
し
ま
し
た
。
ま
た
先
生
は

軽
井
沢
に
向
か
う
時
、
台
風
を
そ
ら
す
よ
う
に
神
様
に
お
願
い
し
ま
す
が
、
実
現
し
ま
す
。
当
時
私
は
通
勤

で
10
分
最
寄
り
の
駅
ま
で
自
転
車
を
漕
ぎ
ま
す
が
、
梅
雨
な
の
に
一
度
も
雨
に
あ
わ
な
い
と
、
ふ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
神
様
に
「
雨
で
も
い
い
で
す
よ
」。
す
る
と
そ
の
日
、
職
場
に
入
る
と
、
豪
雨
に
な
り
、
博
多

駅
横
の
九
州
一
大
き
い
郵
便
局
は
冠
水
し
、
地
下
は
水
浸
し
、
一
階
も
１
ｍ
ほ
ど
の
水
深
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
と
ん
で
も
な
い
珍
事
が
起
き
ま
し
た
。
ま
た
３
年
前
９
月
17
日
に
迷
走
台
風
14
号
は
玄
界
灘
に
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
時
も
福
津
に
逆
行
し
て
上
陸
し
、
国
東
に
抜
け
る
の
で
は
？  

預
言
的
中
。
通
常
考
え
ら

れ
な
い
コ
ー
ス
で
す
。
国
東
は
芹
沢
文
学
研
究
会
の
発
会
を
起
ち
上
げ
ら
れ
た
小
串
様
が
住
ま
わ
れ
て
い
る

所
で
す
。 

ま
た
中
学
同
窓
生
に
広
田
弘
毅
氏
の
子
孫
が
い
た
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。 

 

 

先
生
が
他
界
さ
れ
て
５
年
後
に
文
子
先
生
か
ら
「
父
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
父
が
田
中

様
の
手
紙
を
大
切
に
と
っ
て
お
り
、
思
い
出
に
お
返
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
返
事
が
来

ま
し
た
。
私
が
先
生
に
差
し
出
し
た
手
紙
の
差
出
人
欄
に
は
「
立
派
な
手
紙 

返
事
を
書
く
つ
も

り
で
、
実
行
し
て
い
な
い
」
と
直
筆
が
あ
り
ま
し
た
。 
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